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包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

●
募
集
職
種
・
業
務
内
容
／

①�

生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー･･･

包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
職
員
と
協
力
し
、

地
域
づ
く
り
を
す
す
め
る

②�

認
知
症
地
域
支
援
推
進
員･･･

認
知
症

の
方
や
そ
の
家
族
の
相
談
支
援

●
募
集
人
数
／
各
1
人

●�

募
集
要
件
／

①�

パ
ソ
コ
ン
操
作（
エ
ク
セ
ル
・
ワ
ー
ド
）

の
で
き
る
方
、
介
護
支
援
専
門
員
の
資

格
が
あ
れ
ば
尚
可

会
計
年
度
任
用
職
員
を
募
集
し
ま
す

【
問
合
せ
】 

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー（
角
館
庁
舎
） 
☎（
43
）２
２
８
３

②�

社
会
福
祉
主
事
な
ど
の
資
格
を
有
す

る
方

●�

雇
用
期
間
／
４
月
１
日
㈮
～
令
和
５
年

3
月
31
日
㈮

●�

勤
務
時
間
／
9
時
15
分
～
17
時
15
分

●�

申
込
方
法
／
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
か
ら
の
紹

介
状
と
履
歴
書
を
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

へ
ご
持
参
く
だ
さ
い（
郵
送
不
可
）。

●
募
集
期
限
／
３
月
８
日
㈫ 

17
時

●
選
考
方
法
／
書
類
選
考
お
よ
び
面
接

※�

令
和
４
年
度
の
予
算
の
議
決
が
得
ら
れ
な

か
っ
た
場
合
、
募
集
内
容
が
変
更
に
な
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

社
会
福
祉
課

●�

募
集
職
種
／
相
談
支
援
員

●�

業
務
内
容
／
生
活
が
困
窮
し
て
い
る
方

の
相
談
支
援
業
務
お
よ
び
事
務
補
助

●
募
集
人
数
／
１
人

●�

募
集
要
件
／
パ
ソ
コ
ン
操
作（
エ
ク
セ

ル
・
ワ
ー
ド
）の
で
き
る
方
、
社
会
福

祉
士
ま
た
は
社
会
福
祉
主
事
の
資
格
が

あ
る
方

●�

雇
用
期
間
／
４
月
１
日
㈮
～
令
和
５
年

３
月
31
日
㈮（
土・日
曜
日
、祝
日
を
除
く
）

会
計
年
度
任
用
職
員
を
募
集
し
ま
す

【
問
合
せ
】社
会
福
祉
課 （
角
館
庁
舎
） 

☎（
43
）２
２
８
４

●
勤
務
時
間
／
８
時
45
分
～
16
時
45
分

●�

申
込
方
法
／
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
か
ら
の
紹

介
状
と
履
歴
書
を
社
会
福
祉
課
へ
ご
持

参
く
だ
さ
い（
郵
送
不
可
）。

●
募
集
期
限
／
３
月
８
日
㈫ 

17
時

※�

応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
事
前
に
募
集
を
締

め
切
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
選
考
方
法
／
書
類
選
考
お
よ
び
面
接

※�

令
和
４
年
度
の
予
算
の
議
決
が
得
ら
れ
な

か
っ
た
場
合
、
募
集
内
容
が
変
更
に
な
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

田
沢
湖
ク
ニ
マ
ス
未
来
館

●�
募
集
職
種
／
事
務
補
助
な
ど(

パ
ー
ト

タ
イ
ム)

●
募
集
人
数
／
４
人

●
採
用
日
／
4
月
1
日
㈮

●
募
集
期
限
／
３
月
10
日
㈭ 

17
時

会
計
年
度
任
用
職
員
を
募
集
し
ま
す

【
問
合
せ
】企
画
政
策
課 （
田
沢
湖
庁
舎
） 

☎（
43
）１
１
１
２

●�

申
込
方
法
／
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
か
ら
の
紹

介
状
と
履
歴
書
を
企
画
政
策
課
へ
ご
持

参
く
だ
さ
い(

郵
送
可)

。

●
選
考
方
法
／
面
接

●
面
接
予
定
日
／
３
月
15
日
㈫

※�

募
集
の
詳
細
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染

拡
大
防
止
の
た
め
３
月
15
日
㈫
ま
で
申
告

で
き
な
い
方
に
つ
い
て
、
市
県
民
税
の
申

告
期
限
を
４
月
15
日
㈮
ま
で
延
長
し
ま
す
。

　
３
月
23
日
㈬
か
ら
は
会
場
を
田
沢
湖
庁

舎
に
限
定
し
て
予
約
制
で
申
告
相
談
を
受

け
付
け
ま
す
。

　
３
月
23
日
以
降
に
申
告
し
た
い
方
は
あ

ら
か
じ
め
税
務
課
に
電
話
予
約
し
て
か
ら

お
越
し
く
だ
さ
い
。

●�

期
間
／
３
月
23
日
㈬
～
４
月
15
日
㈮

※
土
・
日
曜
日
は
実
施
し
ま
せ
ん
。

●
時
間
／
▼
午
前
の
部･･･

９
時
～
12
時

▼
午
後
の
部･･･

13
時
～
16
時

●�

相
談
場
所
／
税
務
課（
田
沢
湖
庁
舎
）

●�

そ
の
他
／
こ
れ
ま
で
の
申
告
相
談
会
と

同
様
に
マ
ス
ク
を
着
用
し
て
ご
来
場
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
会
場
で
の
手
指
消
毒

と
検
温
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

市
県
民
税
申
告
期
限
の
延
長
に
つ
い
て

【
問
合
せ
】税
務
課（
田
沢
湖
庁
舎
） 

☎（
43
）１
１
１
７

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
は
原
則

市
県
民
税
の
申
告
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん

①
税
務
署
へ
確
定
申
告
書
を
提
出
す
る
方

②�

１
か
所
か
ら
の
給
与
収
入
の
み
の
方

で
、
そ
の
他
に
収
入
が
な
く
、
勤
務
先

で
年
末
調
整
を
済
ま
せ
た
方

※�

た
だ
し
、
年
末
調
整
で
調
整
手
続
き
が
完
了

し
た
控
除
以
外
の
控
除
ま
た
は
、
控
除
の
修

正
・
追
加
な
ど
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る

方
は
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

③�

公
的
年
金
収
入
の
み
の
方
で
、
令
和
３

年
中
の
収
入
が
１
４
８
万
円
以
下
の
方

④�

公
的
年
金
収
入
の
み
の
方
で
、
令
和
３

年
中
の
収
入
が
４
０
０
万
円
以
下
で
、

年
金
保
険
者
へ
扶
養
親
族
等
申
告
書
を

提
出
済
み
で
あ
っ
て
、
配
偶
者
控
除
ま

た
は
扶
養
控
除
以
外
の
申
告
す
る
控
除

が
な
い
方
。

※�

た
だ
し
、
各
種
控
除
の
適
用
な
ど
を
受
け
よ

う
と
す
る
方
は
除
き
ま
す
。

北
部
ご
み
処
理
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
（
田
沢
湖
・
角
館
・
西
木
）一
般
廃

棄
物
最
終
処
分
場
の
計
量
シ
ス
テ
ム
の

保
守
点
検
を
次
の
日
程
で
行
い
ま
す
。

作
業
中
は
ご
み
の
受
入
れ
を
休
止
し
ま

す
の
で
、
作
業
時
間
を
避
け
る
か
、
ほ

か
の
処
分
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理

解
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

●
作
業
日
程
／

▼�

田
沢
湖
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
…

３
月
17
日
㈭ 

12
時
～
16
時
30
分

▼�

角
館
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
…　

３
月
18
日
㈮ 

8
時
30
分
～
12
時

▼�

西
木
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
…　

３
月
18
日
㈮ 

12
時
～
16
時
30
分

【
問
合
せ
】大
曲
仙
北
広
域
市
町
村
圏
組
合
環
境
事
業
課

北
部
ご
み
処
理
セ
ン
タ
ー 

☎（
54
）３
３
０
５

一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
の
受
入
れ
休
止
の
お
知
ら
せ

上
桧
木
内
・
桧
木
内
地
区
の
市
県
民
税
申
告
相
談

中
止
に
伴
う
振
替
日
程
に
つ
い
て

【
問
合
せ
】税
務
課（
田
沢
湖
庁
舎
） 

☎（
43
）１
１
１
７

　
職
員
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
感
染
に
よ
り
中
止
し
た

申
告
相
談
の
振
替
日
程
を
次
の
と

お
り
と
し
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　
な
お
、
す
で
に
お
知
ら
せ
し
て

い
る
、
３
月
15
日
ま
で
の
角
館
交

流
セ
ン
タ
ー
で
申
告
相
談
し
て
い

た
だ
い
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

●
両
地
区
共
通
事
項
／

　
番
号
札
は
８
時
15
分
か
ら
配
布

し
ま
す
。「
午
前
の
部
」の
番
号
札

が
な
く
な
り
次
第
、「
午
後
の
部
」

の
番
号
札
を
配
布
し
ま
す
。

※�

先
着
順
で
配
布
す
る
こ
と
を
ご
了

承
願
い
ま
す
。

※�

正
午
か
ら
13
時
ま
で
は
申
告
相
談

を
実
施
し
ま
せ
ん
。

　
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
、
大
変

申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
仙
北
市
で
は
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
を

無
償
で
設
置
す
る
事
業
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

●�

対
象
者
／
自
宅
に
住
宅
用
火
災
警
報
器

を
設
置
し
て
い
な
い
場
合
で

▼ 

75
歳
以
上
の
世
帯

▼ �

75
歳
以
上
の
高
齢
者
と
暮
ら
し
て
い
る

世
帯

▼ 

要
介
護
者
な
ど
と
暮
ら
し
て
い
る
世
帯

※�

対
象
者
の
詳
細
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

●�

設
置
に
つ
い
て
／
対
象
者
の
申
し
込
み

に
よ
り
、
仙
北
市
消
防
団
員
・
総
合
防

災
課
職
員
が
自
宅
に
訪
問
し
て
、
住
宅

用
火
災
警
報
器
の
設
置
と
と
も
に
火
災

〈
対
象
世
帯
を
拡
大
し
ま
す
〉

火
災
警
報
器
を
無
償
で
設
置
し
ま
す

【
問
合
せ
】 

総
合
防
災
課（
田
沢
湖
庁
舎
） 

☎（
43
）１
１
１
５

予
防
指
導
な
ど
を
行
い
ま
す
。
設
置
場

所
は
寝
室
・
階
段
の
上
の
い
ず
れ
か
に

な
り
ま
す
。

●�

申
込
期
間
／
３
月
１
日
㈫
～
31
日
㈭
ま

で（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

●�

申
込
先
／
総
合
防
災
課（
田
沢
湖
庁
舎

２
階
） 

☎
43ｰ

１
１
１
５

住
宅
用
火
災
警
報
器
と
は･･･

　
火
事
の
熱
や
煙
を
感
知
し
、
鳴
動
す
る

火
災
警
報
器
で
す
。
感
知
す
る
と
音
声
や

ブ
ザ
ー
音
で
知
ら
せ
ま
す
の
で
、
早
期
に

火
災
を
発
見
し
て
消
火
や
避
難
す
る
こ
と

で
、
命
や
財
産
を
守
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

変更前 変更後

▼２月21日㈪ 
９時から16時まで
（午前75人・午後65人）

▼２月22日㈫ 
９時から11時45分まで
（午前70人）

▼３月17日㈭
９時から16時まで
（午前75人・午後65人）

▼３月18日㈮
９時から11時45分まで
（午前70人）

▼２月18日㈮
９時から15時まで
（午前60人・午後40人）

▼３月22日㈫
９時から15時まで
（午前60人・午後40人）

●日時・制限人数／

ぜひご利用
ください！ｅ‐Ｔａｘ

を

詳しくは国税庁ホーム
ペ ー ジ（https://www.
e-tax.nta.go.jp/）をご確
認ください。

申告相談の手続きを効率的
に行えるよう「ｅ - Ｔａｘ
（電子申告）」の利用を推進
しています。

地区
会場

上桧木内
紙風船館

桧木内
桧木内地区
公民館
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高
校
生
が
観
光
課
題
の
解
決
策
を

考
え
る
探
究
型
学
習
を
行
い
、
成
果

と
し
て
制
作
し
た
１
８
０
秒
の
観
光

動
画
の
出
来
栄
え
を
競
う
「
観
光
甲

子
園
」。
こ
の
ほ
ど
角
館
高
校
の
３
年

生
「
チ
ー
ム
仙
北
」
が
決
勝
大
会
に

出
場
し
、
仙
北
市
内
の
自
然
や
食
、

伝
統
工
芸
品
な
ど
を
動
画
を
通
じ
て

全
国
に
紹
介
し
ま
し
た
。

　
同
大
会
は
、「
日
本
遺
産
部
門
」
と

「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
修
学
旅
行
部
門
」か
ら
な
り
、

同
校
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
修
学
旅
行
部
門
に
出

場
。
全
国
３
３
５
チ
ー
ム
の
中
か
ら
書

類
審
査
に
よ
る
予
選
を
通
過
し
20
チ
ー

ム
に
よ
る
準
決
勝
に
進
出
し
ま
し
た
。

　
同
部
門
の
テ
ー
マ
は
修
学
旅
行
プ

ラ
ン
を
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
思
考
の
体
験
型
メ

ニ
ュ
ー
で
企
画
す
る
と
い
う
も
の
。

準
決
勝
に
向
け
て
同
校
ビ
ジ
ネ
ス
情

報
コ
ー
ス
の
武
藤
美
咲
さ
ん
、
佐
藤

花
楓
さ
ん
、
真
崎
弘
斗
さ
ん
、
永
山

士
温
さ
ん
、
高
橋
直
さ
ん
の
５
人
は

「
未
来
、
僕
ら
は
刻と

き

を
行
き
来
す
る
」

と
題
し
て
、
仙
北
市
に
来
て
よ
か
っ

た
と
思
っ
て
も
ら
い
た
い
、
大
人
に

な
っ
て
ま
た
来
た
い
と
思
っ
て
も
ら

い
た
い
、
そ
ん
な
思
い
を
込
め
て
動

画
を
制
作
し
ま
し
た
。

　
動
画
で
は
、
武
家
屋
敷
通
り
や
新

玉
川
温
泉
な
ど
市
内
の
ス
ポ
ッ
ト
の

角
館
高
校
生
徒
が
仙
北
市
の

魅
力
を
動
画
で
紹
介

観
光
甲
子
園

２
０
２
１

ほ
か
、
樺
細
工
の
伝
統
工
芸
士
さ
ん

や
わ
ら
び
座
の
役
者
さ
ん
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
も
紹
介
。
５
人
が
伝
え
た
い

仙
北
市
の
魅
力
が
た
く
さ
ん
詰
ま
っ

た
も
の
に
な
り
ま
し
た
。

　
動
画
制
作
は
初
め
て
で
構
成
か
ら

取
材
依
頼
の
連
絡
、
撮
影
、
編
集
な

ど
す
べ
て
自
分
た
ち
の
手
で
行
い
、

完
成
ま
で
に
は
お
よ
そ
６
か
月
か

か
っ
た
そ
う
で
す
。
リ
ー
ダ
ー
の
武

藤
さ
ん
は
「
時
期
的
に
カ
ヌ
ー
な
ど

撮
影
で
き
な
か
っ
た
部
分
も
あ
り
心

残
り
は
あ
る
が
、
満
足
の
い
く
動
画

が
で
き
た
」と
話
し
ま
す
。
ま
た
、「
見

た
人
が
飽
き
な
い
よ
う
に
説
明
は
最

小
限
に
し
て
映
像
で
伝
え
る
よ
う
に

工
夫
し
た
」
と
真
崎
さ
ん
。
制
作
し

た
動
画
は
、
見
事
準
決
勝
を
勝
ち
抜

き
、
５
チ
ー
ム
に
よ
る
決
勝
大
会
へ

の
出
場
を
果
た
し
ま
し
た
。

　
２
月
６
日
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
わ
れ

た
決
勝
大
会
は
、
準
決
勝
の
動
画
に
加

え
て
制
作
過
程
を
紹
介
す
る
５
分
の

動
画
も
審
査
の
対
象
に
。
惜
し
く
も
入

賞
と
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
仙
北

市
の
魅
力
を
多
く
の
人
に
伝
え
よ
う

と
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
し
ま
し
た
。

　
動
画
制
作
を
通
じ
て
、
仙
北
市
の

魅
力
に
ふ
れ
た
５
人
。
佐
藤
さ
ん
は

「
登
下
校
で
い
つ
も
見
て
い
る
武
家
屋

角
館
高
校
の
制
作
し
た
動
画
と
２
月
６
日
に

行
わ
れ
た
決
勝
大
会
の
模
様
は
上
記
の
二
次

元
コ
ー
ド
（
観
光
甲
子
園
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）

か
ら
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

敷
の
景
色
も
撮
影
す
る
と
毎
日
違
っ

て
い
て
、四
季
が
き
れ
い
な
ま
ち
」と
、

永
山
さ
ん
は
「
人
が
温
か
く
て
美
し

い
ま
ち
」
と
話
し
ま
す
。
ま
た
、
高

橋
さ
ん
は
「
市
内
を
ま
わ
っ
て
い
て
、

知
ら
れ
て
い
な
い
か
ら
こ
そ
の
よ
さ

を
感
じ
る
場
所
も
あ
っ
た
」
と
振
り

返
り
ま
し
た
。

　
「
仙
北
市
が
大
好
き
な
５
人
が
集

ま
っ
た
の
で
、
動
画
を
通
し
て
仙
北

市
が
好
き
だ
と
い
う
こ
と
を
伝
え
た

か
っ
た
」
と
武
藤
さ
ん
。
卒
業
後
は

そ
れ
ぞ
れ
の
道
に
進
み
ま
す
が
、
新

し
い
場
所
で
大
好
き
な
仙
北
市
の
魅

力
を
こ
れ
か
ら
も
伝
え
続
け
て
く
れ

る
も
の
と
思
い
ま
す
。

前列左から武藤美咲さん、佐藤花楓さん。後列左から永山士温
さん、真崎弘斗さん、高橋直さん。チームが考案したオリジナ
ルキャラクター「くりまる」も一緒に。

　

内
閣
府
で
は
、
平

成
30
年
度
か
ら
地
方

創
生
応
援
税
制
（
企

業
版
ふ
る
さ
と
納
税
）

の
活
用
促
進
を
図
る

一
環
と
し
て
、
特
に

顕
著
な
功
績
を
上
げ
、

他
の
規
範
に
な
る
と

認
め
ら
れ
る
活
動
を

行
っ
た
企
業
な
ど
を

表
彰
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
３
年
度
の

表
彰
式
が
２
月
10

日
に
オ
ン
ラ
イ
ン

で
開
催
さ
れ
、
平

成
28
年
度
か
ら
当

市
に
ご
寄
付
を
い

た
だ
い
て
い
る
ア

ス
テ
リ
ア
株
式
会

社
が
、
企
業
部
門

で
大
臣
表
彰
を
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
社
の
５
年
間

に
わ
た
る
継
続
し

た
寄
付
の
実
施
や
、

寄
付
を
契
機
と
し

た
当
市
と
の
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の

構
築
、
⾃
社
の
強

み
を
活
か
し
た
市

職
員
の
体
温
管
理

な
ど
の
ア
プ
リ
の

開
発
・
無
償
提
供

な
ど
の
地
域
貢
献

地方創生応援税制
（企業版ふるさと納税）大臣表彰を受賞

当市にご寄付をいただいている
アステリア株式会社が受賞！

ア
ス
テ
リ
ア
㈱
の
平
野
代
表
取
締
役
社
長

に
よ
る
受
賞
団
体
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
。

野
田
聖
子
大
臣
と
の
フ
ォ
ト
セ
ッ
シ
ョ
ン
。

の
取
り
組
み
が
評
価
さ

れ
ま
し
た
。

　

平
野
洋
一
郎
代
表

取
締
役
社
長
は
「
今
後

も
協
業
関
係
を
深
め

て
い
き
な
が
ら
、
地
方

創
生
に
お
け
る
企
業

と
地
方
自
治
体
の
新

た
な
関
係
の
在
り
方

を
探
っ
て
い
き
た
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

市 information
役所からのお知らせ▼角館市民センター　☎43-3309

▼西木市民センター　☎43-2200

▼総務課　☎43-1111

▼田沢湖市民センター　☎43-1147

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
が
長
期
化
す
る
中
で
、
様
々
な

困
難
に
直
面
し
た
方
々
へ
、
速
や
か

に
生
活
・
暮
ら
し
の
支
援
を
行
う
観

点
か
ら
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
・
家

計
急
変
世
帯
に
対
し
て
一
世
帯
あ
た

り
10
万
円
を
支
給
し
ま
す
。

 

❶ 

住
民
税
非
課
税
世
帯 

●�

支
給
対
象
と
な
る
世
帯
／
基
準
日

（
令
和
3
年
12
月
10
日
）に
お
い
て

世
帯
全
員
の
令
和
3
年
度
分
の
住
民

税
均
等
割
が
非
課
税
で
あ
る
世
帯

●�

申
請
方
法
／

▼�

申
請
書
類
を
送
付
し
て
い
ま
す･･･

対
象
と
な
る
世
帯
に
は
2
月
中
旬

に「
住
民
税
非
課
税
世
帯
等
に
対
す

る
臨
時
特
別
給
付
金
支
給
要
件
確

認
書
」を
送
付
済
み
で
す
。

 �

要
件
に
該
当
し
、
ま
だ
お
手
元
に
確

認
書
が
届
い
て
い
な
い
場
合
は
、
社

会
福
祉
課（
☎
43ｰ

２
２
８
８
）ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼�

口
座
番
号
を
確
認･･･

確
認
書
に

は
令
和
２
年
度
に
実
施
し
た
定
額

給
付
金
で
申
請
い
た
だ
い
た
振
込

口
座
が
印
字
さ
れ
て
い
ま
す
の
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。（
口
座
情
報
が

な
い
場
合
は
空
欄
で
す
）。

▼��

確
認
書
に
記
入
・
返
送･･･

必
要
事

項
を
記
入
・
確
認
後
に
同
封
し
た
返

信
用
封
筒
で
社
会
福
祉
課
ま
で
ご
返

送
く
だ
さ
い
。

 �

確
認
書
に「
■
世
帯
主
の
方
が
記
入
し

て
下
さ
い
。」の
欄
が
あ
り
ま
す
。
必

ず
お
読
み
い
た
だ
き
、
記
入
漏
れ
が

な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

▼�

申
請
期
間
は･･･

確
認
書
発
送
日

か
ら
３
か
月
間
で
す
。

●
注
意
事
項
／

▼�

住
民
税
の
申
告
が
お
済
み
で
な
い

方
で
、
課
税
相
当
の
収
入
が
あ
る

方
が
世
帯
の
中
に
い
る
場
合
は
、

対
象
外
で
す
。
そ
の
場
合
は
、
確

認
書
は
送
付
し
な
い
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

▼�

給
付
金
の
支
給
後
、
支
給
要
件
に

該
当
し
な
い
こ
と
が
判
明
し
た
場

合
に
は
、
給
付
金
を
返
還
し
て
い

た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

▼�

給
付
の
対
象
と
な
る
の
は
、
基
準

日（
令
和
3
年
12
月
10
日
）現
在
の

世
帯
に
な
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、

12
月
11
日
以
後
に
同
じ
住
所
に
お

い
て
別
世
帯
と
す
る
世
帯
の
分
離

の
届
出
が
あ
っ
た
と
き
で
も
、
同

じ
世
帯
と
み
な
さ
れ
ま
す
。
世
帯

の
分
離
後
の
い
ず
れ
か
の
世
帯
が

給
付
金
を
受
給
し
た
場
合
は
、
も

う
一
方
の
世
帯
は
給
付
金
を
受
け

取
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

住
民
税
非
課
税
世
帯
・
家
計
急
変
世
帯
へ
の

臨
時
特
別
給
付
金
に
つ
い
て

【
問
合
せ
】社
会
福
祉
課 （
角
館
庁
舎
） 

☎（
43
）２
２
８
８

▼�

修
正
申
告
な
ど
に
よ
り
令
和
3
年

度
住
民
税
が
課
税
か
ら
均
等
割
非

課
税
に
な
っ
た
場
合
は
、
社
会
福

祉
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

 

❷ 

家
計
急
変
世
帯 

●�

支
給
対
象
と
な
る
世
帯
／
①
の
住

民
税
非
課
税
世
帯
に
は
該
当
し
な

い
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
を
受
け
て
家
計
が
急

変
し
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
と
同

様
の
事
情
に
あ
る
と
認
め
ら
れ
る

世
帯

●�

申
請
方
法
／

▼�

対
象
に
な
る
か
確
認･･･

令
和
3

年
1
月
以
降
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受
け
て
収

入
が
減
少
し
、
令
和
3
年
度
分
の

住
民
税
均
等
割
が
課
税
さ
れ
て
い

る
世
帯
員
全
員
の
そ
れ
ぞ
れ
の
年

収
見
込
額
が
、
住
民
税
均
等
割
非

課
税
相
当
水
準
以
下
の
世
帯
の
方

が
給
付
金
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

▼�

申
請
が
必
要
で
す･･･

対
象
に
当
て

は
ま
る
場
合
は
、
申
請
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
申
請
書
類
は
社
会
福
祉
課

（
角
館
庁
舎
1
階
）、
ま
た
は
仙
北
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（https://w

w
w
.city.

sem
boku.akita.jp/new

s_topics/
w
hatsnew

.php?id=3137

）か
ら

  

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▼�

申
請
期
限
は･･･
９
月
30
日
㈮
ま

で
で
す
。

 �

住
民
税
非
課
税
世
帯
へ
の
給
付
と
重

複
給
付
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

防災無線の情報を電話で確認することができます

▼テレドーム（テレホンサービス）
　☎0180-991555
※ご利用には通話料がかかります（固定電話はダイヤル

通話料、携帯電話は1分50円くらいの通話料）。

防災無線の情報がメールで届きます

▼安全安心メール（登録制メール）
※事前の登録が必要です。詳しくは仙北市ホー

ムページ（http://anshin.city.semboku.akita.
jp/lists/）からご確認ください。詳しくは

こちら
登録は
こちら

防災無線
聞き逃し
サービス

 

❶
・
❷
共
通
事
項 

●�

給
付
さ
れ
る
金
額
／
一
世
帯
あ
た

り
10
万
円

※�

本
給
付
金
は
、
非
課
税
所
得
と
な
る
た

め
、
税
の
申
告
な
ど
は
必
要
あ
り
ま
せ

ん
。

 �

一
世
帯
1
回
限
り
。
ま
た
、
①
・
②

の
重
複
受
給
は
で
き
ま
せ
ん
。

●�

支
給
対
象
と
な
ら
な
い
場
合
／
世

帯
全
員
が
、
住
民
税
が
課
税
さ
れ

て
い
る
他
の
親
族
な
ど
の
扶
養
を

受
け
て
い
る（
地
方
税
法
の
規
定

に
よ
る
青
色
事
業
専
従
者
お
よ
び

事
業
専
従
者
を
含
む
）場
合
は
対

象
外
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
給
付
金
を
装
っ
た
特
殊
詐

欺
や
個
人
情
報
の
搾
取
に
ご
注
意

く
だ
さ
い
。
給
付
金
の
支
給
に
あ

た
り
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操
作
を
お
願
い

し
た
り
、
現
金
の
振
り
込
み
を
求

め
る
こ
と
な
ど
は
絶
対
に
あ
り
ま

せ
ん
。

　

怪
し
い
と
思
っ
た
ら
、
警
察
相

談
専
用
電
話(

☎
＃
９
１
１
０)

ま
た
は
、
仙
北
警
察
署（
☎
53ｰ

２
１
１
１
）に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

詐
欺
に
ご
注
意
を
！

仙
北
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
詳
し
い
内
容
の
確
認
や

家
計
急
変
世
帯
の
対
象
に

な
る
方
の
申
請
書
類
の
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

→→
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２
月
１
日
、
令
和
３
年
度
民
生
児
童

委
員
社
会
福
祉
功
労
者
表
彰
の
伝
達
式

が
角
館
交
流
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
民
生
児
童
委
員
と
し
て

長
年
に
わ
た
り
社
会
福
祉
の
増
進
や
地

域
社
会
づ
く
り
に
貢
献
さ
れ
た
功
績
が

認
め
ら
れ
表
彰
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

厚
生
労
働
大
臣
表
彰
を
受
賞
し
た

佐
藤
義
直
さ
ん
は
「
民
生
児
童
委
員
は

社
会
奉
仕
の
精
神
を
持
っ
て
常
に
住
民

の
立
場
に
立
っ
て
相
談
に
応
じ
社
会
福

祉
の
増
進
に
努
め
る
も
の
と
さ
れ
る
。

日
々
、
地
域
の
実
情
を
把
握
す
る
努
力

を
し
、
地
域
の
方
々
の
手
助
け
を
続
け

て
き
た
結
果
、
こ
の
よ
う
な
賞
を
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
た
。
今
後
も
社
会
奉

仕
の
気
持
ち
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
活

動
し
て
い
き
た
い
」
と
受
賞
者
を
代
表

し
て
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

▼
厚
生
労
働
大
臣
表
彰

　

�

佐
藤
義
直

▼�

秋
田
県
知
事
表
彰

　

�

佐
々
木
裕
子
／
戸
澤
一
子
／
入
江
和

子
／
橘
貞
子
／
西
宮
久
子
／
鈴
木
重

憲
／
鈴
木
順
子

▼�

全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
連
合
会
会

長
表
彰

　

�

千
葉
寛
治
／
高
橋
英
幸
／
佐
川
隆
雄

／
中
嶋
廣
子
／
吉
田
愼
一
／
千
葉
義

孝
／
鈴
木
妙
子
／
橋
本
智
美
／
佐
藤

思
公
／
佐
藤
一
／
浅
利
満
子
／
武
藤

和
子

受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん
。

社会福祉功労者表彰伝達式社会福祉功労者表彰伝達式長年の功労を称えて

厚生労働大臣表彰を受賞した佐藤義直さん（右）。

　
１
月
31
日
、
ア
ス
テ
リ
ア
株
式
会
社
（
東

京
都
／
平
野
洋
一
郎
代
表
取
締
役
社
長
）
と

仙
北
市
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
共
同
記
者
会
見
を

行
い
、「
道
路
状
況
共
有
ア
プ
リ
」
の
運
用

開
始
を
発
表
し
ま
し
た
。

　
同
社
は
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
製
品
の
開
発
を
行

う
企
業
で
、
仙
北
市
と
は
平
成
28
年
に
サ
ク

ラ
の
保
全
活
動
に
関
す
る
協
定
を
結
ん
で
い

る
ほ
か
、
毎
年
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
と
し
て

寄
付
を
い
た
だ
き
、
桜
の
保
全
活
動
や
観
光

振
興
な
ど
に
関
す
る
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
発
表
し
た「
道
路
状
況
共
有
ア
プ
リ
」

は
、
公
共
交
通
で
あ
る
市
民
バ
ス
、
デ
マ
ン

ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
運
転
者
が
除
雪
作
業

が
必
要
な
場
所
で
写
真
や
動
画
を
撮
影
し
、

状
況
説
明
な
ど
の
文
章
を
入
力
。
位
置
情
報

は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
能
か
ら
緯

度
・
経
度
の
デ
ー
タ
が
自
動
的
に
取
得
さ
れ

地
図
に
表
示
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
を
登
録
す

る
と
、
市
の
公
共
交
通
・
除
雪
担
当
者
に
一

斉
通
知
さ
れ
る
と
い
う
仕
組
み
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
は
公
共
交
通
が
豪
雪
に
よ
り
動

け
な
く
な
っ
た
り
、
積
雪
に
よ
り
樹
木
が
垂

れ
下
が
り
通
行
が
で
き
な
く
な
っ
た
際
に
、

運
転
者
か
ら
事
業
所
の
担
当
者
、
市
の
窓
口

担
当
者
、
除
雪
担
当
者
へ
と
数
多
く
の
電
話

連
絡
が
発
生
し
、
情
報
共
有
に
時
間
を
要
し

て
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
は
口
頭
の
た
め
、
正

確
な
場
所
、
状
況
を
把
握
す
る
こ
と
が
困

難
で
あ
る

と
い
う
課

題
を
抱
え

て
い
ま
し

た
。

　

こ
の
ア

プ
リ
を
活

用
す
る
こ

と
で
、
写
真
や
動
画
か
ら
緊
急
性
や
詳
し
い

状
況
を
視
覚
的
に
把
握
が
可
能
と
な
っ
た
ほ

か
、
正
確
な
位
置
が
地
図
で
確
認
で
き
る
よ

う
に
な
り
、
迅
速
な
除
雪
作
業
に
つ
な
が
り

ま
す
。

　

記
者
会
見
で
平
野
代
表
取
締
役
社
長
は

「
ア
プ
リ
の
活
用
に
よ
っ
て
自
治
体
と
地
域

の
事
業
者
が
連
携
す
る
例
は
初
め
て
。
今
後

も
、
ふ
る
さ
と
納
税
を
通
じ
た
仙
北
市
へ
の

協
力
、
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
）
に
関
す
る
支
援
を
続
け
て
い

き
た
い
」
と
話
し
、
今
後
も
同
社
と
の
連
携

に
よ
る
ア
プ
リ
を
活
用
し
た
事
業
の
展
開
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

　
田
口
市
長
は
「
冬
期
間
の
市
民
の
命
と
安

全
を
守
る
う
え
で
、
除
雪
は
重
要
な
こ
と
。

提
供
さ
れ
た
情
報
に
よ
っ
て
適
切
な
除
雪
指

示
、
効
率
的
な
除
雪
も
可
能
に
な
る
と
考
え

て
い
る
。
ア
プ
リ
を
活
用
し
た
実
績
を
積
ん

で
Ｄ
Ｘ
を
推
し
進
め
る
」
と
話
し
ま
し
た
。

道
路
状
況
を
ア
プ
リ
で
共
有

仙
北
市
×
ア
ス
テ
リ
ア
株
式
会
社

画
面
に
映
る
平
野
代
表
取
締
役
社
長（
右
）

と
ア
プ
リ
を
操
作
す
る
田
口
市
長
（
左
）。

　
こ
の
た
び
、
あ
い
お
い
ニ
ッ
セ
イ
同
和
損
害
保

険
株
式
会
社
よ
り
、
仙
北
市
が
「
第
２
期
自
ら
が

拓
く
ま
ち
づ
く
り
計
画
」
に
も
と
づ
き
取
り
組
ん

で
い
る
「
移
住
・
定
住
対
策
事
業
」
に
対
し
て
企

業
版
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を
活
用
し
た
寄
付
金
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
２
月
２
日
に
は
同
社
の
鶴
丸
宗
久
秋
田
支
店
長

か
ら
田
口
市
長
に
目
録
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
鶴
丸
秋
田
支
店
長
は
「
今
後
も
市
の
役
に
立
つ

よ
う
な
情
報
提
供
や
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
の
提
案
を

し
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
同
社
と
は
令
和
２
年
11
月
13
日
に
地
域
課
題
の

解
決
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
め
ざ
す
べ
き
地
方
創

生
の
実
現
を
目
的
と
し
て
地
方
創
生
に
関
す
る
連

携
協
定
を
締
結
。
い
た
だ
い
た
寄
付
金
は
移
住
・

定
住
対
策
事
業
に
活
用
し
ま
す
。

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

目
録
贈
呈
式

地
方
創
生
の
実
現
を
め
ざ
し
て

鶴丸宗久秋田支店長（左）から受け取りました。

　
２
月
５
日
、
白
岩
小
学
校
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
花
火
が
打
ち
上
げ

ら
れ
、
彩
り
豊
か
な
輝
き
が
夜

空
に
広
が
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
白
岩
城
址
燈
火
祭

を
企
画
す
る
～
白
岩
村
お
こ
し

～
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｓ
が
打
ち
上

げ
た
も
の
で
す
。
当
初
は
、
白

岩
城
址
燈
火
祭
を
開
催
し
、
白

岩
城
が
建
っ
て
い
た
館
山
の
参

道
に
か
が
り
火
を
灯
す
予
定
で

し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
急
拡
大
の
状
況
を

考
慮
し
中
止
に
。
花
火
の
打
ち

上
げ
の
み
を
行
い
ま
し
た
。

　
19
時
か
ら
打
ち
上
げ
ら
れ
た

花
火
は
お
よ
そ
１
０
０
発
。
降

雪
も
な
く
、
星
が
見
え
る
夜
空 コ

ロ
ナ
収
束
を
願
い

花
火
を
打
ち
上
げ

白
岩
城
址
燈
火
祭

に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
収
束
を
願
い
打
ち
上
げ
ら

れ
ま
し
た
。

　
高
橋
輝
彦
代
表
は
「
第
20
回

記
念
の
白
岩
城
址
燈
火
祭
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
に
よ
り
、
２
年
続
け
て
中

止
に
し
ま
し
た
。
昨
年
は
打
ち

上
げ
花
火
も
中
止
で
し
た
が
、

今
年
は
白
岩
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン

ド
か
ら
『
新
型
コ
ロ
ナ
を
追
い

払
お
う
！
』
と
の
強
い
思
い
を

込
め
て
、
真
冬
の
夜
空
に
打
ち

上
げ
ま
し
た
。
来
年
こ
そ
！
記

念
す
べ
き
20
回
目
を
盛
大
に
開

催
す
る
こ
と
が
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
Ｓ
全
員
の
願
い
で
す
」
と
話

し
ま
し
た
。

夜空に輝く花火に願いを込めて。

　1月 25日、冬道での安全運転を学ぶ滑走事故防止講習会が開催さ
れました。これは、仙北警察署が冬道の運転で危険な操作を安全に体
験することで、冬道の怖さを実感し、今後の運転に活かしてもらおう
と企画したものです。
　当日は、地域の高齢者を中心に約15人が参加。国土交通省秋田河
川国道事務所角館国道維持出張所の敷地内に積雪路面を再現した特設
コースが設置されました。参加者は自家用車を使い、スラローム訓練
や急制動訓練などで急ハンドル、急ブレーキ、急加速を伴う操作を体
験。冬道は夏道と比べて、ブレーキが作動してから車が停止するまで
の距離が大幅に伸びます。「速度がそれほど出ていなくても、夏道と
比べてすぐに止まれないことがわかった。改めて冬道の怖さや危険性
を理解した」と話す参加者。冬道では思うように操作ができないこと
に驚いていました。
　同署の東海林悟地域・交通課長は「車の性能を過信せずに、車間距
離を多くとることや速度を抑えるなどゆとりを持った運転を常に心が
けてほしい」と呼びかけました。

滑走事故防止講習会
冬道ではゆとりを持った運転を

まだ雪の日は続きそうです。ゆとりを持って安全運転を心がけ
ましょう。

～輝くとき～輝くとき栄光･表彰

旬な情報仙北市の「今」をおとどけ チャンネル
－地域のわだい－

　　　　旬な情報チャンネル
－地域のわだい－
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こ
の
ほ
ど
、
卓
越

し
た
技
能
を
有
す
る

仙
北
市
技
能
功
労
者

表
彰
者
の
選
考
会
が

開
催
さ
れ
、
２
月
３

日
に
３
人
の
方
々
に

表
彰
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
受
賞
者
は
、
各

業
界
団
体
な
ど
が
個

人
を
推
薦
し
、
大
曲

仙
北
職
業
訓
練
協
会

や
仙
北
市
商
工
会
、

秋
田
県
仙
北
建
設
業

協
会
な
ど
で
構
成
す

る
選
考
委
員
会
を
経

て
決
定
し
ま
し
た
。

受
賞
者
は
次
の
と
お

り
。

　
昭
和
40
年
に
角
館
地
域
の
佐
藤
作

蔵
氏
に
師
事
し
、
在
来
工
法
技
術
の

習
得
に
努
め
ら
れ
ま
し
た
。
昭
和
52

年
11
月
に
２
級
建
築
士
の
資
格
を
取

得
し
、
そ
の
後
独
立
。
平
成
７
年
に

㈲
草
彅
建
築
を
設
立
し
、
代
表
取
締

役
と
し
て
現
在
に
至
り
ま
す
。

　
大
小
様
々
な
発
注
を
積
極
的
に
受

け
、
顧
客
か
ら
の
信
頼
度
も
高
く
、

技
術
の
高
い
仕
事
が
評
価
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
技
術
を
伝
え
る
べ
く
、

こ
れ
ま
で
１
人
の
お
弟
子
さ
ん
を
育

て
た
実
績
が
あ
り
、
後
継
者
育
成
に

対
し
て
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
秋
田
建
築
労
働
組
合
角
館
支

部
で
は
、
長
年
に
わ
た
り
支
部
長
を

努
め
た
実
績
が
あ
り
、
建
築
業
界
の

発
展
に
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
昭
和
55
年
４
月
よ
り
、
当
時
の

角
館
町
㈱
齋
藤
組
に
入
社
し
、
土

木
工
法
な
ど
の
技
術
を
習
得
。
そ

の
後
昭
和
59
年
４
月
に
㈲
菅
原
産

業
の
代
表
取
締
役
に
就
任
し
現
在

に
至
り
ま
す
。
旧
角
館
町
の
町
道

か
ら
現
在
の
仙
北
市
の
市
道
除
排

雪
業
務
を
長
年
に
わ
た
り
担
わ
れ

て
い
る
ほ
か
、
空
き
家
の
解
体
業

務
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
除
排
雪
業
務
や
解
体
業
務
の
作

業
員
が
年
々
減
少
し
て
い
る
中

で
、
人
材
育
成
の
た
め
、
自
社
の

従
業
員
な
ど
の
技
術
指
導
に
も
取

り
組
み
、
優
秀
な
人
材
を
育
て
豪

雪
地
帯
で
あ
る
当
市
地
域
住
民
の

利
便
性
と
安
全
の
確
保
に
貢
献
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
高
校
卒
業
後
、
茨
城
県
畳
高
等

職
業
訓
練
校
へ
入
校
し
技
能
習

得
。
特
に
寺
、
神
社
な
ど
で
使
用

す
る
四
天
紋
付
拝
敷
、
紋
縁
畳
な

ど
を
得
意
と
し
て
い
ま
す
。
昭
和

56
年
４
月
に
尾
形
畳
店
を
継
ぎ
、

平
成
５
年
10
月
に
は
１
級
技
能
検

定
に
合
格
。
長
年
の
経
験
に
よ
っ

て
培
わ
れ
た
技
術
は
業
界
内
か
ら

高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
平
成
26
年
９
月
11
日
に
は
「
も

の
づ
く
り
マ
イ
ス
タ
ー
」
と
し
て

認
定
さ
れ
て
お
り
、
若
年
技
能
者

の
育
成
に
意
欲
的
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
大
曲
仙
北
畳
業
組
合
で

は
、
長
年
に
わ
た
り
技
能
部
長
を

努
め
ら
れ
、
業
界
団
体
の
発
展
に

大
き
く
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

尾
形
祐
之
介 

さ
ん

（
61
歳　
角
館
町
岩
瀬
）

分
野
：
畳
製
作
業

仙北市仙北市

技能功労者技能功労者表彰表彰

草
彅
芳
春 

さ
ん

（
72
歳　
角
館
町
上
菅
沢
）

分
野
：
建
築
大
工

菅
原
誠 

さ
ん（

60
歳　
角
館
町
八
割
）

分
野
：
建
設
重
機

各分野の発展に貢献

お
め
で
と
う

お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

ご
ざ
い
ま
す

　

２
月
１
日
、
藤
井
六
治
郎
さ
ん

（
田

沢
湖
卒
田
）
が
１
０
０
歳
の
誕
生
日
を

迎
え
ら
れ
、
翌
日
に
自
宅
で
お
祝
い
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

家
族
の
皆
さ
ん
が
集
ま
り
、
仙
北
市

か
ら
お
祝
い
と
花
束
が
贈
呈
さ
れ
ま
し

た
。 百

寿

柏
谷
市
民
福
祉
部
長
（
左
）
か
ら
六

治
郎
さ
ん
（
前
列
右
）
に
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
ど
行
わ
れ
た
第
13
回
秋
田
県
新
春
書

初
め
大
会
で
角
館
こ
ど
も
園
の
西
根
佳
乃
子

ち
ゃ
ん
が
県
知
事
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

　
同
大
会
に
は
、
幼
児
か
ら
大
人
ま
で
８
５
５

点
の
応
募
が
あ
り
、
審
査
は
県
内
の
書
家
30
人

が
幼
児
・
小
学
生
、
中
学
生
、
高
校
生
、
大
学

生
・
一
般
の
４
部
門
に
分
か
れ
て
実
施
。
見
事
、

佳
乃
子
ち
ゃ
ん
が
書
い
た
「
ひ
か
り
」
が
栄
え

あ
る
県
知
事
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
昨
年
の
夏
か
ら
書
道
を
始
め
た
と
い
う
佳
乃

子
ち
ゃ
ん
。
毎
週
水
曜
日
に
角
館
交
流
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
て
い
る
書
道
教
室
「
か
く
の
だ

て
墨
の
会
」
で
腕
を
磨
い
て
い
ま
す
。

　
賞
を
も
ら
っ
た
時
の
気
持
ち
を
聞
く
と
「
と

て
も
嬉
し
か
っ
た
」
と
。
ま
た
「
書
道
を
し
て

い
て
、
は
ね
る
と
こ
ろ
が
楽
し
い
」
と
話
し
ま

し
た
。
得
意
な
字
は「
か
」と
話
す
佳
乃
子
ち
ゃ

第
13
回
秋
田
県
新
春
書
初
め
大
会

西
根
佳
乃
子
ち
ゃ
ん
（
角
館
こ
ど
も
園
・
５
歳
）
が

県
知
事
賞
を
受
賞

ん
。
書
道
の
指
導
に
あ
た
る
同
会
の
酒
井
佇
泉

さ
ん
は
「
ま
だ
小
さ
い
が
、
と
て
も
落
ち
着
い

て
集
中
し
て
書
く
こ
と
が
で
き
る
。
今
回
の
受

賞
は
、
子
ど
も
ら
し
く
字
に
元
気
が
あ
る
点
が

評
価
さ
れ
た
の
で
は
」
と
話
し
ま
す
。
取
材
に

訪
れ
た
こ
の
日
も
、
佳
乃
子
ち
ゃ
ん
は
小
学
生

の
お
兄
さ
ん
お
姉
さ
ん
と
一
緒
に
稽
古
に
励
ん

で
い
ま
し
た
。

　
同
会
で
は
現
在
幼
児
か
ら
大
人
ま
で
18
人
が

稽
古
を
し
て
い
ま
す
。
秋
田
県
書
道
連
盟
の
会

員
で
も
あ
る
酒
井
さ
ん
は
「
書
道
を
日
本
文
化

の
象
徴
と
し
て
世
界
文
化
遺
産
登
録
す
る
気
運

が
高
ま
っ
て
い
る
。
書
道
連
盟
と
し
て
も
市
民

の
皆
さ
ま
に
書
初
め
大
会
に
参
加
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
願
っ
て
い
る
」
と
話
し
ま
し
た
。

県知事賞に輝いた西根佳乃子ちゃん。

一筆ごとに集中して書く教室の皆さん。

　
こ
の
ほ
ど
行
わ
れ
た
第
47
回
（
令
和
３
年

度
）
秋
田
県
芸
術
選
奨
で
「
Ｏ
ｔ
ｏ
を
楽
し

む
会
～
古
き
ピ
ア
ノ
に
樺
の
ア
ー
ト
・
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
～
」
が
ふ
る
さ
と
文
化
賞
（
秋
田

県
芸
術
選
奨
特
別
賞
）
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
県
が
実
施
す
る
同
表
彰
は
、
芸
術
文
化
の

各
分
野
に
お
い
て
活
発
な
創
作
活
動
を
行
い
、

か
つ
優
秀
な
作
品
を
発
表
し
、
本
県
の
芸
術

文
化
の
振
興
に
大
き
く
寄
与
さ
れ
た
方
々
に

贈
ら
れ
る
も
の
で
す
。

　
同
会
は
神
代
小
学
校
改
築
に
伴
い
廃
棄
さ

れ
る
予
定
だ
っ
た
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
の
音
色

に
惹
か
れ
再
生
さ
せ
よ
う
と
平
成
21
年
に
発

足
。
募
金
活
動
や
市
出
身
テ
ノ
ー
ル
歌
手
の

故
本
田
武
久
さ
ん
た
ち
に
よ
る
チ
ャ
リ
テ
ィ

コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
で
集
ま
っ
た
善
意
に
よ
り
、

傷
ん
だ
表
面
に
樺
細
工
を
施
し
ピ
ア
ノ
を
よ

み
が
え
ら
せ
ま
し
た
。
以
後
、「
樺
細
工
で
生

ま
れ
変
わ
っ
た
奇
跡
の
ピ
ア
ノ
」
と
し
て
角

館
町
平
福
記
念
美
術
館
や
市
内
の
小
中
学
校

で
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
す
る
な
ど
地
域
文
化

の
発
展
に
貢
献
し
ま
し
た
。

　
同
会
の
安
藤
満
里
代
表
は
「
こ
う
し
て
活

動
を
認
め
て
い
た
だ
き
、
と
て
も
嬉
し
い
。

皆
さ
ん
に
活
動
を
知
っ
て
い
た
だ
く
機
会
に

も
な
っ
た
と
思
う
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
続
け

て
い
き
た
い
」と
感
想
を
述
べ
ま
し
た
。ま
た
、

第
47
回
（
令
和
３
年
度
）
秋
田
県
芸
術
選
奨

Ｏ
ｔ
ｏ
を
楽
し
む
会 

～
古
き
ピ
ア
ノ
に
樺
の

ア
ー
ト
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
～
が

ふ
る
さ
と
文
化
賞（
秋
田
県
芸
術
選
奨
特
別
賞
）を
受
賞

「
70
年
前
、
当
時
の
神
代
村
と
小
松
小
学
校
の

Ｐ
Ｔ
Ａ
が
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
ピ
ア
ノ
を

購
入
し
た
経
緯
と
そ
の
思
い
を
会
で
は
大
事

に
し
て
い
る
。
当
時
の
思
い
を
伝
え
、
私
た

ち
も
子
ど
も
た
ち
の
未
来
の
た
め
に
活
動
し

て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
今
年
も
桜
の
季
節
に
「
樺
細
工
で
生
ま
れ

変
わ
っ
た
奇
跡
の
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト
」
を

７
日
間
開
催
予
定
で
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は

決
定
次
第
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】
Ｏ
ｔ
ｏ
を
楽
し
む
会
代
表 

安
藤

満
里 

☎
０
９
０
‐
２
９
８
９
‐
２
９
１
８左からOtoを楽しむ会の福田美奈子さん、福田金作さん、田口市長、

安藤満里さん、石川操さん、小松美岐さん。

～輝くとき～輝くとき栄光･表彰
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